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調剤薬局におけるコンプライアンス向上
のための説明資料の工夫 

 目的 

赤嶺 有希子1* 、赤嶺 美奈1,2 、加納 美知子1,2 、姜 惠元2 、 
高木 正信1,2 、田中 祥子1,2 、 堀 泰羽1,2 、松尾 律子2 、 
吉原 澄吉3 、谷田 弘3 、澤井 一2 
 和同会薬局1 、 和同会薬局湯島店2 、 一般財団法人 和同会3  

点眼薬について、名称、点眼回数、順番などを表にして説明した。 

1  水虫 

2  かぜ薬とドリンク剤 

3  ワーファリンと緑葉色野菜について 

4  アレルギー性鼻炎（花粉症）対策 

5  グレープフルーツと薬の飲み合わせ 

6  ジェネリック医薬品とは 

7  肝機能-薬の効き方 

8  食中毒について 

9  汗について 

10  ワーファリンと緑黄色野菜の関係 

11  メタボリックシンドローム 

12  メタボリックシンドローム対策1 

13  メタボリックシンドローム対策2 

14  アルコールに注意-メタボ対策 

15  エクササイズ-メタボ対策 

16  ビタミンについて 

17  おすすめ散歩スポット-メタボ対策 

18  食べすぎ・飲みすぎ-メタボ対策 

19  ＯＤ錠について 

20  保存温度について 

21  インフルエンザ対策 

22  漢方の飲み方 

23  災害時にお薬手帳 

24  ステロイド外用剤について 

25  腎臓の役割について 

26  ＭＣＩとは 

27  不整脈 

28  糖尿病 

29  ＡＮＰやＢＮＰとは 

30  緑内障 

31  アトピー 

32  尿酸値とは 

33  ＣＯＰＤ 

34  薬の運命-薬物動態 

35  骨粗鬆症 

36  肝臓の働き 

37  薬の作用と副作用-ステロイド 

38  脂質異常症 

39  膀胱の働き 

40  高血圧 

41  リウマチ 

42  腎臓の働き 

43  胆のうの役割 

44  前立腺とは 

45  アルコールについて 

46  耳の構造 

47  胃の役割とは 

48  女性ホルモンの働き 

49  SLE（全身性エリトマトーデス） 

50  潰瘍性大腸炎・クローン病 

51  パーキンソン病 

52  舌痛症 

53  偏頭痛 

54  代謝CYP酵素CYPについて 

55  動脈硬化 

56  坐骨神経痛 

57  生物学的製剤(バイオ製剤)とは 

58  睡眠のメカニズム 

59  MERSウイルス 

60  ロコモティブシンドローム 

61  うつ病 

62  脳梗塞 

63  アルツハイマー病 

64  甲状腺とは 

65  血栓症 

66  サルコペニアとは 

67  分子標的薬とは 

68  喘息とは 

69  下痢とは 

70  統合失調症とは 

71  てんかんとは 

72  糖尿病について 

73  乳がん 

74  C型肝炎(病態、治療方法) 

75  膵癌 

76  橋本病 

77  リウマチ治療薬 

78  不眠症 

79  胃食道逆流症 

80  便秘 

81  花粉症 

82  腎臓と薬 

83  薬剤性肝障害 

84  白内障 

85  子宮頚がん 

86  抗菌薬 

87  ネフローゼ症候群 

88  B型肝炎 

89  真菌とは 

90  糖尿病足病変 

91  白血病とは 

92  注意欠陥・多動性障害 

93  透析療法とは  

94  糖尿病、インスリン  

95  新型コロナウイルス  

96  ウイルスとは  

97  狭心症 

98  ADHD 

99  ピロリ菌感染症 

100  食品と薬の相互作用 

101  シェーグレン症候群とは 

102  新型コロナワクチンについて    

103  緑内障     

104  血液検査     

105  糖尿病網膜症     

106  不眠症     

107  高血圧     

108  軟膏について 

109  在宅医療とは 

110  ミネラルについて 

111  血栓症とは 

112  口腔内ケア がん治療の副作用 

113  口腔内ケア 口内炎の治療 

114  骨粗鬆症の治療薬 

115  抗がん剤による皮膚障害 

116  化学療法薬 

117  糖尿病 

118  六君子湯、グレリン 

119  口内炎 

120  関節リウマチの薬 

121  低血糖とは 

122  子宮頸がんとワクチン 

123  気管支喘息 

123  乾癬 

124  サルコイドーシス 

125  蜂窩織炎 

126  製剤ってなに 

127  間質性肺炎 

128  腎機能と透析 

129  鉄欠乏性貧血 

130  糖尿病 

131  パーキンソン病について 

132  片頭痛 

133  血友病 

134  インスリン製剤 

135  抗がん剤治療中の生活での注意点 

136  甲状腺 

137  耐性菌について 

日付 朝 夕 日付 朝 夕 

/ / 

/ / 

/ / 

/ / 

/ / 

/ / 

/ / 

薬局独自の説明資料を作成    

 方法 

「和同会薬局通信」（2015年から現在まで1～137号を発行） 
目的：病態、疾患や治療について患者が理解しやすい内容の説明資料とする。 
   患者にわかりやすい服薬指導を行う補助資料として活用する。 
   治療方法や治療薬について患者本人やその家族も情報を共有化できる。 
   様々な情報を発信し、薬局でのコミュニケーションをとりやすくする。 
主な内容：病態や各種疾患について（例：高血圧、糖尿病、緑内障、片頭痛、口腔ケア） 

大学病院の門前薬局として様々な診療科から幅広い処方を応需している。患者への理解を深めるために薬局独自の薬の指導箋や病態や治療について
の説明資料を提供することで患者にわかりやすい服薬指導を行う。 

薬局薬剤師は様々な病態や症状がある患者へ服薬指導する機会が多く、説明時に患者のニーズを把握して、患者の要望や困っていることを反映した
説明資料を提供する。お薬手帳に貼れる大きさで資料を作成、動画による説明が必要な場合はＱＲコードを作成するなどの工夫をする。 

見やすいように薬袋に大きい文字で記載しよう。 
伝えたい情報をシールにして貼付しよう。 
おくすり手帳に貼れるサイズの資料を作成しよう。 
痛み止めの効果をテレフォンフォローする時に、
患者さんの負担を減らすために予め聞く内容を
カードにしてお渡ししておこう。 

患者との対話から必要な情報が
何かを把握しておく。 
分かりやすい言葉や資料を用い
て説明する。 
 

コンプライアンス向上のための服薬支援 

QRコードを
活用して 
インスリン 
注射の扱い方
を動画で 
説明したい 

オピオイドを飲んだかどうかわか
らなくなると相談された。 
→7日分の服用記録表を毎回薬袋
にシールを貼付した。 

・血液検査で何がわかるのですか？ 
・抗がん剤治療している患者家族 
 にも注意することはありますか？ 
・長続きする運動はありますか？ 
・片頭痛で困っています。 
・コロナウイルスって何ですか？ 
・骨粗鬆症とは？ 

点眼剤の種類が増えたので 
わかりやすい資料で説明したい。 

漢方の飲み方は？ 

便秘で困っているようだ 
薬は飲めているだろうか？ 

保湿剤の使い方 
ストマ患者の洋服作り 

QRコードを活用した例 

ステロイドの塗り方について
イラストで説明したい 

インスリン単位数
が増えたのは、注
射の手技に問題が
あるかも知れない
→しっかり10秒数
えているかイラス
トで説明しよう。 

第 57 回 日本薬剤師会学術大会 2024 利益相反の開示 筆頭演者名：赤嶺有希子 

私は今回の演題に関連して、開示すべき利益相反はありません。 

 考察 

薬品情報を様々な形式で提供することで患者の理解に合わせてサポートすることができた。患者とのコミュニケーションにより得た要望などを反映して
薬局独自の資料を提供することで患者が正しく理解し、薬物治療のコンプライアンス向上に寄与できた。お薬手帳を活用するために、薬の指導箋は手帳
サイズとした。また動画を見られるＱＲコードはシールにして手帳に貼り患者がいつでも簡単に情報を確認できるようになった。またより分かりやすい
言葉で表現し、いつも投薬している薬剤師が作成することで患者に安心感を与えることができた。定期的に説明資料を提供することで患者にアップデー
トした情報を伝えられるようにできた。 

調剤薬局で独自の情報を提供することは薬局が身近に相談できるところという認識をもっていただくのに有効であると考える。患者が病態や治療に興味
をもつことは患者教育にもなり、安全に薬物治療ができるように貢献することは重要である。また家族が資料を共有することは患者の病態を理解するこ
とにもなる。今後も薬局薬剤師がエビデンスに基づいた様々な情報を提供し、改良を重ねて提供していくことがコンコーダンス医療の実現のために意義
があると考える。 

吸入方法のポイントを薬袋にシールを貼付して説明した。 

シムビコート ICS/LABA 
①息を吐き、「スーッ」と深く、
力強く吸い込む 
②吸入後は５秒ほど息をとめてく
ださい 
③最後にうがいをしてください 

レルベア エリプタ  ICS/LABA 
①カチャっと音がするまでカバー
を開ける 
②息を吐き、吸入口をしっかりく
わえ、「スーッ」と深く、力強く
吸い込む 
③吸入後は５秒ほど息をとめてく
ださい 
④最後にうがいをしてください 

アドエアディスカス  ICS/LABA 
①カバーを開け、レバーをカチリ
と音がするまで押す。 
②息を吐き「スーッ」と強く深く、
吸い込む。 
③吸入後は５秒ほど息をとめてく
ださい 
④最後にうがいをしてください 

パルミコート ICS 
①息を吐き、「スーッ」と深く、
力強く吸い込む 
②吸入後は５秒ほど息をとめてく
ださい 
③最後にうがいをしてください 

スピリーバ LAMA 
カートリッジをしっかり奥まで挿入します 

①マウスピースをしっかりくわえ、
口からゆっくりと息を吸いながら、
噴霧ボタンを押す。 
②呼吸に合わせてゆっくり吸入。 
③最後にうがいをしてください 

フルティフォーム ICS/LABA 
＜容器をよく振る＞ 
①息を吐き、吸入口を軽く歯でくわえ、
隙間から空気を吸えるようにする。 
②吸い込み始めると同時にボンベの底を
１回しっかり押して、ゆっくり深く吸い
込む。 
③吸入後は５秒ほど息をとめてください 
④最後にうがいをしてください 

    

関連する検査値などを 
手帳に記載する工夫 

＜高脂血症薬を服用中の患者様＞ 
 LDL-C：       mg/dl 
 HDL-C:              mg/dl 
   L/H比：         
  検査日   / 

＜ザイティガ服用中の患者様＞ 
服用時間     時 
体重       ㎏ 
血圧     /    mmHg  
カリウム：       mg/dl 
総ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ：       mg/dl        

いつでも見られるように、おくすり手帳に 

貼付できる大きさで資料を作成 

 結果 

緑内障の種類について 
①原発性開放隅角緑内障 有・無 
②原発性閉塞隅角緑内障 有・無 
③混合型緑内障     有・無 
④続発性緑内障     有・無 
薬剤使用の可否 
①ステロイド剤     可・不可 
②抗コリン剤       可・不可 
③抗ヒスタミン剤・安定剤 可・不可 

心臓のセルフチェックが大切です！ 
□体重が１週間に２～３㎏増加している 
□むくみがある 
□動いたときに息切れする。 
□塩分や水分を摂りすぎている。 
□薬の飲み忘れがある。 
→体重が増加した時は、早めに受診して
処方された薬をきちんと服用しましょう。 
✿いきいきと楽しく生きよう セルフチェック✿ 

吸入方法のポイントをわかりやすく伝える 

白内障手術に影響があるといわれている薬が
処方されています。服用していることを眼科
医師にお伝えください。 
ユリーフ（シロドシン）、ハルナール（タム
スロシン）、フリバス（ナフトピジル）、デ
タントール（ブナゾシン）、エブランチル
（ウラピジル）、カルデナリン（ドキサゾシ
ン）、ミニプレス（プラゾシン）、インヴェ
ガ（パリペリドン）、リスパダール（リスペ
リドン） 
✿主治医の先生にご確認ください。✿ 

＜薬の作用が強くなる果物に注意＞ 
×食べないこと【ﾌﾗﾉｸﾏﾘﾝが代謝酵素を阻害】 
グレープフルーツ、スウィーティー、メロゴールド、 
晩白柚、レッドポメロ、 ダイダイ、文旦、八朔、 
ｻﾜｰﾎﾟﾒﾛ、⽢夏みかん、レモンの皮、日向夏の皮 

△影響が少ないもの【ﾌﾗﾉｸﾏﾘﾝを含むが少ない】 
ネーブルオレンジ、ポンカン、いよかん、ゆず 
カボス、 スダチ、キンカン、レモン 
〇影響がないもの【ﾌﾗﾉｸﾏﾘﾝを含まない】 
温州みかん、デコポン 

・爪のケアについて 
・規則正しい生活 

QRコードを活用した例 


